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研究開発の成果

平成２８年度採択 「低侵襲に子宮内膜症の悪性化を評価できる光学経腟プローブの開発｣
セルスペクト㈱（岩手県) 主たる技術：測定計測技術

・子宮内膜症は、200万人以上の女性が罹患する疾患であり、子宮内膜症性卵巣嚢胞（別名「チョコレート嚢胞」と
呼ばれる良性卵巣嚢腫）の一部は、悪性化することで卵巣癌になることが知られている。
・超音波診断装置や核磁気共鳴映像法（ＭＲＩ）による嚢胞の形態的評価によって、癌化の可能性が判断されて
いるが、組織の病理学的検査等によって実際に癌化しているか否かが初めて明らかにされる。
・低侵襲で経過的な観察が可能、且つ精度の高い診断方法の実用化が嘱望されており、嚢胞液中のヘム鉄をバイオ
マーカーとして用いた子宮内膜症の悪性化度を診断する光学的センサーを実装した経膣エコープローブを研究開発した。

■チョコレート嚢胞液中のヘム鉄を観測可能なスペクトル解析技術の開発
・模擬チョコレート嚢胞内のヘム鉄濃度を精度高く測定する事を可能にした
・多変量解析を用いて、さらに高精度に測定できるヘム鉄濃度測定法の開発に成功
■チョコレート嚢胞液中のヘム鉄を観測可能な経腟プローブの設計開発
・赤外イメージセンサーの最適化や波長取得の最適化、及び疑似検体・臨床検体の測定例を拡
充により、測定精度・再現性を向上させたる事を可能にした
■組織学的安全性の確認
・測定する光学条件では、照射の影響による温度変化を受けないことを確認し、タンパク質変性、
凝固、水分蒸発なども起こらない事を確認した
■臨床試験に適するためのプローブ試作品の設計と製作
・装置構成、プローブ形状等を最適化した試作品の製造が可能になり、画像処理演算処理等プ
ログラムの開発により、ユーザビリティーが向上した
■症例研究の拡充と子宮内膜症の悪性化と嚢胞内鉄濃度変動による発癌機序の解明
・子宮内膜症と卵巣癌の嚢胞内容液の酸化ストレスおよび抗酸化能のバランスを評価し、発癌
機序を示唆する結果を得る事に成功した
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